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地
球
の
温
暖
化
は
極
め
て
深
刻

で
、
十
勝
で
も
毎
年
豪
雨
や
暴

風
、
猛
暑
に
襲
わ
れ
て
い
る
。
国
連
の

気
候
変
動
に
関
す
る
会
議
で
は
、
11
月

に
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
Ⅽ
Ｏ
２
の
削

減
を
45
％
削
減
し
、
平
均
気
温
の
上
昇

を
１
・
５
度
ま
で
抑
え
る
こ
と
を
世
界

に
呼
び
か
け
た
。

　

そ
の
達
成
の
た
め
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
の
削
減
と
、
二
酸
化
炭
素
を
排

出
さ
せ
な
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
が
要
と
な
る
。

　

目
標
達
成
ま
で
９
年
間
し
か
な
く
、

全
国
で
は
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
宣
言
」
を

し
た
自
治
体
が
、
十
勝
の
４
町
村
を
含

め
、
４
９
２
（
11
月
30
日
現
在
）
に
上

っ
て
い
る
。

　

幕
別
町
で
も
計
画
を
策
定
し
、
役
場
、

企
業
、
団
体
は
も
と
よ
り
、
全
町
民
上

げ
て
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
取
り
組

む
よ
う
次
の
点
を
伺
う
。

⑴
温
暖
化
の
影
響
と
気
候
危
機
に
対
す

る
認
識
は
。

⑵
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
と
気
温
の

推
移
は
。

⑶
「
省
エ
ネ
」
「
再
生
可
能
エ
ネ
」
事

業
の
取
り
組
み
と
効
果
、
課
題
。
啓
発

活
動
は
。

⑷
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
目
指
す
計
画
は
。

⑸
課
題
と
な
っ
て
い
る
バ
イ
オ
ガ
ス
事

業
の
現
状
と
見
通
し
は
。

 

町 

長 
⑴
降
雨
、
降
雪
の
状
況
の
変
化
が
現
れ
、

こ
の
よ
う
な
地
球
温
暖
化
の
影
響
と
思

わ
れ
る
気
候
の
変
化
は
、
こ
こ
数
年
十

勝
管
内
に
お
い
て
も
現
実
の
も
の
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
に
大
雨
へ
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
余
裕
を
も
っ
た
早

め
の
準
備
を
心
が
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
と
再
認
識
を
し
て
い
る
。

⑵
本
町
の
年
間
Ｃ
Ｏ
２
総
排
出
量
は
、

環
境
省
の
部
門
別
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
現
況

推
計
に
よ
る
と
、
２
０
１
８
年
度
で
約

24
万
１
千
ト
ン
で
あ
り
、
製
造
・
建
設
・

農
林
業
の
産
業
部
門
が
約
８
万
ト
ン
、

家
庭
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
業

務
の
民
生
部
門
が
約
９
万
１
千
ト
ン
、

旅
客
自
動
車
・
貨
物
自
動
車
・
鉄
道
な

ど
の
運
輸
部
門
が
約
６
万
６
千
ト
ン
、

一
般
廃
棄
物
で
約
３
千
ト
ン
と
な
っ
て

い
る
。

　

気
温
の
変
動
の
推
移
は
、
本
町
に
お

け
る
気
象
観
測
デ
ー
タ
が
少
な
い
こ
と

か
ら
、
２
０
１
７
年
３
月
に
札
幌
管
区

気
象
台
が
公
表
し
た
「
北
海
道
の
気
候

変
化
〈
第
２
版
〉
」
に
よ
る
と
、
帯
広

測
候
所
の
１
８
９
８
年
か
ら
２
０
１
５

年
の
１
１
８
年
間
の
観
測
デ
ー
タ
を
基

に
、
１
０
０
年
当
た
り
で
平
均
気
温
が

１
・
９
℃
の
割
合
で
上
昇
し
て
お
り
、

本
町
で
も
同
じ
傾
向
と
捉
え
て
い
る
。

⑶
２
０
０
３
年
度
に
「
幕
別
町
地
域
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、
人
々

の
心
が
け
、
日
常
の
行
動
の
中
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
量
の
削
減
を
実
践
し
て
い
く
も

の
で
、
小
さ
な
行
動
の
積
み
重
ね
で

２
０
１
０
年
度
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

８
・
３
％
の
削
減
目
標
を
達
成
し
、
達

成
率
は
１
０
０
％
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
２
０
０
５
年
度
策
定
の
「
幕

別
町
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」

で
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
で

２
０
１
５
年
度
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量

約
３
９
０
０
ト
ン
の
削
減
目
標
に
対
し

６
４
３
０
ト
ン
の
削
減
を
達
成
し
、
達

成
率
は
１
６
４
％
で
あ
っ
た
。

　

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
の
具
体
的

な
取
組
と
し
て
は
、
２
０
０
７
年
度
か

ら
２
０
１
５
年
度
ま
で
行
っ
た
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
導
入
補
助
や

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
導
入
補
助
の
ほ

か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
出
前
講
座
で
省

エ
ネ
・
新
エ
ネ
教
育
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

自
動
車
の
普
及
促
進
な
ど
が
あ
り
、

２
０
１
６
年
以
降
も
公
共
施
設
の
太
陽

光
パ
ネ
ル
や
蓄
電
池
の
導
入
、
地
中
熱

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
や
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

な
ど
継
続
し
て
取
組
を
行
っ
て
い
る
。　

　

こ
れ
ら
２
０
１
６
年
以
降
の
公
共
で

の
取
組
で
約
７
千
７
百
ト
ン
の
二
酸
化

炭
素
排
出
量
の
削
減
が
図
ら
れ
た
。

⑷
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
行
動
十
勝
宣
言
」

を
行
い
、
十
勝
一
体
と
な
っ
て
取
組
を

始
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
令
和
４
年
度
に

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
や
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
把
握
、
未
利
用
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
潜
在
能
力
を

有
効
活
用
す
る
た
め
の
課
題
の
洗
い
出

し
、
必
要
な
施
策
の
検
討
を
行
い
、
令

和
５
年
度
に
は
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目

標
と
具
体
的
な
取
組
を
定
め
た
実
行
計

画
を
幕
別
町
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
推
進
委

員
会
で
策
定
し
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
向

け
た
取
組
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
。

⑸
町
と
し
て
は
、
十
勝
バ
イ
オ
ガ
ス
関

連
事
業
推
進
協
議
会
等
を
通
じ
て
、
国

や
電
力
会
社
等
に
家
畜
ふ
ん
尿
処
理
施

設
と
し
て
の
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の

必
要
性
を
訴
え
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
継
続
や
補

助
事
業
の
拡
充
、
系
統
連
系
の
優
先
接

続
な
ど
を
引
き
続
き
要
請
し
て
い
く
。

答問
脱
炭
素
化
と
経
済
の
活
性
化
や
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
を
同
時
に
進
め
る
取
組
に

気
候
危
機
か
ら
町
民
の
未
来
を
守
る
取
組
を

問
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